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沢 田 茂 樹
低濃度 ･中間濃度領域のSb ドー プGeとPドー プSiについて,遠赤外光吸収スペクトル
の温度効果および一軸性応力効果の実験を行った｡
温度上昇にともなう2種類の吸収の増加を観測した｡ひとつは,直流電気抵抗の活性化エネ






またSb ドー プGeの吸収スペクトルにおいて, ドナーペアーのDISDISからD'I)--の遷
移による吸収のピークを観測した｡
18.Fe-Pd合金の相変態
杉 山 昌 幸
_Fe-Pd合金系にはPd濃度により2種類の fcc- fct転移が存在する｡ 一つは,最近当
研究室で発見した 30atO/opd付近におけるfcc≠ fct-bct逐次マルテンサイ ト変態であり,




























研究はすべてZnS構造 (半金属 )からHgS構造 (半導体 )-の相転移に関係するものであっ
た｡ところで,皿-V,牡-Ⅵ化合物半導体の他の例からさらに高い圧力下では,半導体から金
属-の相転移が予想される｡
そこで,我々はHgTe,tlgSeの圧力誘起の相転移現象を,抵抗率の圧力依存性の測定,
高圧下における電気抵抗の温度依存性の測定,ならびに高圧X線回折実験によって200kbar
まで調べた｡
本研究によって,以下に述べる4つのことが明らかになった｡(1)半導体相であるHgS構造
は,HgTeでは15kbarから80kbarまで,llgSeでは10kbarから150kbarまで続く｡ ま
た,このときのエネルギーギャップの最大値およびその圧力係数 (dEg/dP)はIlgTeについ
ては0.71eV,-15.3meV/kbar,HgSeについては0.79eV,-15.9meV/kbarである｡
(2)HgTe,tlgSeともにそれぞれ 8∠tkbar,150kbarで初めて金属的になり,そのときの結
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